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本
稿
の
目
的
は
P
。
リ
ク
ー
ル
（
崔
o
8
毫
）
の
解
釈
過
程
論
に
つ
い
て
の
D
・

E
。
ク
レ
ム
（
雪
⑦
曇
冒
）
の
解
釈
を
反
駁
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
七
〇
年
以
来
観
点
を
異
に
す
る
い
く
つ
も
の
論
考
を
通
し
て
発
表
さ
れ

た
リ
ク
ー
ル
の
一
般
解
釈
学
（
o
｛
、
胃
べ
c
。
一
雪
竃
1
①
）
は
、
解
釈
が
い
か
な
る

段
階
を
踏
ん
で
進
行
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
議
論
を
そ
の
構
成
契
機
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
含
ん
で
い
る
。
我
々
は
こ
の
議
論
を
解
釈
過
程
論
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ぼ
解
釈
は
素
朴
な
了
解
か
ら
始
ま
り
、
構
造
分
析
を
経
て
批
判
的

（
3
）

了
解
に
至
る
（
固
O
O
H
ω
ポ
ρ
ω
S
．
o
｛
．
胃
違
－
㎝
一
。
。
べ
も
ω
〇
一
〇
。
甲
“
罵
↓
蟹
べ
）
。

素
朴
な
了
解
と
は
物
語
の
筋
を
追
っ
て
ゆ
く
だ
け
の
浅
い
解
釈
で
あ
る
。
論
文

に
よ
っ
て
は
こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
の
意
味
の
全
体
的
、
主
観
的
把
握
で
あ
る
推
測

（
寝
｝
σ
q
罵
ω
ω
）
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
（
O
O
竃
L
■
竃
↓
）
。
構
造
分

析
は
テ
キ
ス
ト
の
形
式
的
関
係
の
分
析
で
あ
り
、
批
判
的
了
解
は
構
造
分
析
に

媒
介
さ
れ
た
洗
練
さ
れ
た
了
解
で
あ
る
。

　
本
稿
の
対
象
は
、
し
か
し
、
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
遇
程
論
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
ク
レ
ム
の
解
釈
で
あ
る
。
彼
は
テ
キ
ス
ト
が
解
釈
過
程

の
第
一
段
階
か
ら
既
に
、
テ
キ
ス
ト
が
そ
れ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の

世
界
を
開
示
し
て
い
る
と
考
え
た
。
だ
が
、
リ
ク
ー
ル
の
叙
述
に
照
ら
し
て
み

た
場
合
、
こ
の
解
釈
は
ど
れ
ほ
ど
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　
ク
レ
ム
の
解
釈
を
反
駁
す
る
た
め
に
我
々
は
次
の
よ
ヶ
な
手
順
に
従
っ
て
議

論
を
展
開
す
る
。
本
論
は
大
き
く
1
と
n
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
1
は
ク

レ
ム
批
判
の
た
め
の
準
備
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
、
ま
ず
ク
レ
ム
の
「
解
釈

過
程
論
」
解
釈
の
概
要
を
示
す
（
a
）
。
次
に
ク
レ
ム
が
い
か
な
る
根
拠
に
立
っ

て
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
引
き
出
L
た
の
か
を
探
り
（
b
）
、
更
に
ク
レ
ム
解
釈
の

持
つ
限
定
的
正
当
性
を
確
認
す
る
（
C
）
。
■
で
我
々
は
ク
レ
ム
解
釈
に
対
す
る

四
つ
の
反
証
を
提
出
す
る
。
そ
の
第
一
は
構
造
分
析
に
よ
る
指
示
中
断
の
延
長

（
a
）
、
第
二
は
リ
ク
ー
ル
の
反
ガ
ダ
マ
ー
的
意
図
（
b
）
、
第
三
は
言
述
過
程
論

と
解
釈
過
程
論
に
於
げ
る
世
界
概
念
の
規
定
形
式
の
一
致
（
C
）
、
第
四
は
解
釈

過
程
論
に
於
け
る
世
界
論
の
位
置
（
・
α
）
で
あ
る
。

　
a
　
ク
レ
ム
の
解
釈

本
稿
で
批
判
的
検
討
の
対
象
と
恋
る
の
は
、

ク
レ
ム
の
薯
書
『
ポ
ー
ル
。
リ
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ク
ー
ル
の
解
釈
理
論
－
構
成
的
分
析
』
（
籟
↓
肉
）
に
於
げ
る
彼
の
「
解
釈
過
程

論
」
解
釈
で
あ
る
（
窃
や
饒
↓
肉
8
山
◎
o
。
）
。
ク
レ
ム
は
リ
ク
ー
ル
に
二
つ
の
異

な
る
テ
キ
ス
ト
世
界
概
念
を
認
め
、
こ
の
区
別
に
基
づ
い
て
解
釈
過
程
論
に
一

定
の
解
釈
を
与
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
ク
レ
ム
解
釈
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る

か
を
知
る
に
は
、
ま
ず
こ
の
区
別
を
見
て
お
か
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
ク
レ
ム
は
テ
キ
ス
ト
世
界
概
念
が
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
中
心
概
念
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
か
ら
、
一
」
の
概
念
を
二
つ
の
場
合
に
分
け
て
解
明
す
る
（
串
オ
肉
o
。
㎝

ム
）
。
第
一
の
場
合
は
解
釈
学
的
に
無
意
味
た
場
合
、
つ
ま
り
、
記
述
的
テ
キ

ス
ト
の
開
く
世
界
、
知
覚
可
能
な
世
界
で
あ
る
。
第
二
の
場
合
は
解
釈
学
的
に

有
意
味
な
場
合
で
あ
る
。
・
」
こ
で
は
世
界
は
詩
的
テ
キ
ス
ト
の
開
く
虚
構
的
世

界
で
あ
る
。
ク
レ
ム
は
前
者
を
「
解
釈
学
的
に
間
題
と
な
ら
な
い
」
（
饒
↓
内
O
。
α
）

と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
に
排
除
L
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
彼
は
テ
キ
ス

ト
世
界
概
念
を
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
「
テ
キ
ス
ト
世
界
」
は
虚
構
的
言
語
の
力
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
指
示
の
総
体

を
意
味
す
る
。
虚
構
的
言
語
の
力
と
は
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
応
え
て
形
成
さ
れ

る
諸
形
象
を
連
想
さ
せ
る
力
で
あ
る
。
」
（
罰
弓
肉
o
。
①
）

テ
キ
ス
ト
世
界
は
「
想
像
さ
れ
た
文
学
的
世
界
」
（
饒
H
肉
8
）
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後
直
ち
に
。
ク
レ
ム
は
こ
の
規
定
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
う
一
つ
の
テ
キ

ス
ト
世
界
概
念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
但
し
、
そ
れ
は
今
排
除
さ
れ
た
知

覚
世
界
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
の
世
界
と
は
「
前
批
判
的
な
読
み
を
遮
断
し
、

虚
構
的
意
味
の
構
造
を
詩
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
根
底
に
あ
る
コ
ー
ド
と
し
て
分
析

し
、
更
に
、
こ
の
構
造
の
指
示
力
に
従
う
一
」
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
世
界
で

あ
る
。
」
（
禺
■
肉
o
。
①
）
　
彼
は
こ
の
二
つ
の
世
界
概
念
は
同
じ
一
つ
の
用
語
で
包

括
す
る
に
は
あ
ま
り
に
異
質
で
あ
る
と
し
て
、
最
初
の
概
念
を
単
に
〕
ア
キ
ス

ト
世
界
（
奏
◎
ま
良
亭
①
箒
落
）
」
、
第
二
の
概
念
を
「
存
在
論
的
世
界
（
o
津
◎
一
品
一
邑

ミ
◎
ま
）
」
と
呼
ん
で
区
別
し
た
。
前
者
は
テ
キ
ス
ト
の
内
容
の
対
応
物
、
後
者

は
構
造
の
対
応
物
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
世
界
が
テ
キ
ス
ト
か
ら
読
者
が
直
接
形

成
す
る
世
界
で
あ
る
の
に
対
L
、
存
在
論
的
世
界
は
構
造
の
把
握
に
媒
介
さ
れ

て
い
る
。
前
者
は
読
者
の
想
像
力
の
所
産
で
あ
り
、
後
者
は
記
述
（
宗
ω
o
ユ
昌
g
）

の
所
産
で
あ
る
（
串
H
内
o
。
べ
）
。

　
こ
の
区
別
に
基
づ
い
て
ク
レ
ム
は
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
過
程
論
を
再
構
成
す

る
。
彼
の
解
釈
の
ポ
イ
ソ
ト
は
、
正
に
テ
キ
ス
ト
世
界
を
素
朴
な
了
解
に
、
存

在
論
的
世
界
を
批
判
的
了
解
に
割
り
当
て
る
こ
と
に
あ
る
。

　
素
朴
な
了
解
の
段
階
で
は
読
者
は
「
直
接
的
な
読
者
」
と
し
て
、
想
像
力
の

中
で
テ
キ
ス
ト
世
界
を
構
成
す
る
。
こ
こ
で
は
読
者
は
テ
キ
ス
ト
の
指
示
物
と

一
体
化
し
、
自
ら
の
状
態
に
つ
い
て
無
反
省
で
あ
る
（
串
オ
内
崖
戸
嵩
・
。
）
。
次

に
読
者
は
「
批
判
的
主
体
」
と
し
て
素
朴
な
了
解
を
停
止
し
、
テ
キ
ス
ト
の
内

在
的
、
形
式
的
な
関
係
（
構
造
）
を
分
離
し
て
こ
れ
を
分
析
す
る
。
ク
レ
ム
は

こ
の
段
階
で
指
示
が
中
断
さ
れ
る
と
言
う
が
（
饒
↓
肉
H
◎
㌣
ω
㌧
8
）
、
こ
れ
は

素
朴
な
了
解
の
段
階
で
は
指
示
は
中
断
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

事
実
、
テ
キ
ス
ト
世
界
は
「
指
示
の
総
体
」
と
さ
れ
て
い
た
。

　
だ
が
、
構
造
は
決
し
て
自
已
目
的
的
た
も
の
で
は
な
く
（
雷
↓
殉
湯
）
、
「
指

示
の
徴
」
（
饒
↓
肉
H
o
①
）
で
あ
る
。
構
造
が
指
示
の
発
出
点
で
あ
る
こ
と
が
認

識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
構
造
分
析
は
批
判
的
了
解
に
乗
り
超
え
ら
れ
、
構
造
は
存

在
論
的
世
界
を
開
示
す
る
。
こ
一
」
で
は
読
者
は
「
反
省
的
」
で
あ
る
。
読
者
は

素
朴
た
了
解
を
概
念
的
に
再
捕
捉
し
て
一
」
れ
を
構
造
と
比
較
し
（
罰
弓
肉
H
s
）
、
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最
終
的
に
真
の
自
已
を
発
見
す
る
（
饒
↓
肉
H
◎
・
。
）
。

　
　
b
　
ク
レ
ム
解
釈
の
根
拠

　
次
に
、
皿
で
の
ク
レ
ム
批
判
を
よ
り
決
定
的
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
ク
レ

ム
の
解
釈
が
基
づ
く
世
界
概
念
の
区
別
の
更
な
る
根
拠
を
探
る
。

　
彼
が
テ
キ
ス
ト
世
界
を
規
定
す
る
際
に
引
用
、
参
照
し
て
い
る
リ
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

著
作
は
、
「
疎
隔
の
解
釈
学
的
機
能
」
（
旬
饒
◎
）
の
英
訳
（
賦
句
◎
）
、
「
哲
学
的
解

釈
学
と
神
学
的
解
釈
学
」
（
哨
弓
曽
）
、
『
解
釈
理
論
－
言
述
と
意
味
の
充
溢
』

　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
胃
）
の
三
つ
で
あ
る
。
第
二
の
論
考
の
前
半
部
分
は
第
一
の
論
文
に
ほ
ぽ
相
当

し
、
引
用
箇
所
は
重
複
部
分
に
す
べ
て
あ
る
。

　
「
疎
隔
の
解
釈
学
的
機
能
」
（
岡
串
o
佃
旬
U
）
及
び
「
哲
学
的
解
釈
学
と
神
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

的
解
釈
学
」
の
前
半
は
言
述
が
伝
達
媒
体
と
し
て
話
者
か
ら
読
者
へ
移
行
す
る

際
に
被
る
変
化
を
辿
っ
て
い
る
論
文
で
あ
る
。
ラ
ソ
グ
は
話
者
に
於
い
て
言
述

（
象
8
員
ω
一
出
ω
8
昌
器
）
の
出
来
事
と
L
て
実
現
し
、
出
来
事
は
持
続
的
た
意

味
へ
と
止
揚
さ
れ
、
意
味
は
文
字
に
記
さ
れ
る
。
文
字
化
さ
れ
た
言
述
、
つ
ま

り
、
テ
キ
ス
ト
は
作
品
と
L
て
構
造
化
さ
れ
、
そ
の
産
出
の
状
況
を
超
え
て
新

し
い
状
況
の
申
で
世
界
を
開
示
す
る
。
最
後
に
、
こ
の
世
界
が
読
者
に
同
化
さ

れ
る
。
我
々
は
こ
の
過
程
を
言
述
過
程
と
呼
ぶ
一
」
と
に
す
る
。
こ
の
論
文
は
言

述
過
程
論
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
解
釈
過
程
論
的
な
主
張
が
見
ら
れ
な
い
わ

げ
で
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
は
作
品
と
し
て
の
構
造
を
持
ち
、
そ
の
解
釈
は
構
造

の
説
明
を
必
然
的
に
経
由
す
る
。
し
か
し
、
記
述
は
ほ
ん
の
僅
か
で
、
解
釈
過

程
の
段
階
性
も
不
明
確
で
あ
り
、
解
釈
過
程
論
は
言
述
過
程
論
の
中
に
完
全
に

埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
ク
レ
ム
に
よ
る
引
用
は
テ
キ
ス
ト
世
界
を
論
じ
て
い
る
節
（
岡
雪
U
・
暑
一

饒
勺
p
ω
・
一
勺
↓
纐
㌣
ω
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
世
界
論
に
よ
れ
ぼ
、
世

界
は
言
述
の
文
字
化
、
エ
ク
リ
チ
ェ
ー
ル
化
を
も
っ
て
開
示
す
る
。
バ
ロ
ー
ル

（
音
声
言
語
、
対
話
）
に
於
い
て
言
述
は
対
話
者
が
共
有
す
る
狭
い
物
理
的
空
間
、

つ
童
り
、
環
境
（
o
冒
幸
①
6
を
指
示
し
て
い
る
が
、
書
き
記
さ
れ
て
エ
ク
リ
チ

ュ
ー
ル
と
な
る
時
、
こ
の
環
境
へ
の
指
示
（
艮
町
g
8
為
寧
窒
8
）
、
明
示
的
指

示
を
失
う
。
だ
が
、
こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
が
指
示
を
持
た
た
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
詩
的
テ
キ
ス
ト
で
さ
え
指
示
を
持
つ
。
そ
れ
は
操
作
可
能
な
目
常
的
現

実
へ
の
指
示
を
排
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
根
源
的
な
指
示
を
解
放
す
る

の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
構
造
分
析
で
は
な
く
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
が
世

界
開
示
の
条
件
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
論
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の

論
文
は
断
片
的
な
解
釈
過
程
論
を
含
み
、
し
か
も
、
そ
れ
は
今
見
た
世
界
論
に

先
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
論
の
中
に
構
造
分
析
へ
の
言
及
は
た
く
、
ま

た
、
議
論
の
流
れ
か
ら
も
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
ク
レ
ム
の
も
う
一
つ
の
典
拠
は
『
解
釈
理
論
』
（
弓
）
で
あ
っ
た
。
参
照
部

分
は
第
二
章
「
パ
籟
ー
ル
と
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
の
世
界
論
で
あ
る
。
こ
の
章

は
第
一
章
「
言
述
と
し
て
の
言
語
」
と
共
に
こ
の
著
作
の
言
述
過
程
論
を
構
成

し
て
い
る
。
ク
レ
ム
は
こ
一
」
で
杢
言
述
過
程
論
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

一
」
の
著
作
に
隈
ら
ず
、
言
述
過
程
論
と
呼
べ
る
部
分
で
は
一
般
に
、
世
界
は
構

造
分
析
へ
の
言
及
な
し
に
、
た
だ
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
た
い
し
文
学
と
の
関
係
に

於
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
世
界
開
示
の
条
件
が
エ
ク
リ
チ
皿
ー
ル
に

尽
き
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
化
は
著
者
の
時
代
に
起
こ
る
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
世
界
は
素
朴
な
了
解
の
段
階
は
勿
論
、
解
釈
が
始
ま
る
ず
っ
と

以
前
か
ら
開
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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次
に
、
我
々
は
ク
レ
ム
が
存
在
論
的
世
界
を
規
定
す
る
際
に
用
い
た
根
拠
を

見
る
。
彼
が
参
照
し
て
い
る
の
は
〕
ア
キ
ス
ト
と
は
何
か
」
（
o
↓
）
と
『
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

理
論
』
の
二
つ
で
あ
る
。
参
照
箇
所
の
精
確
な
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
、
重
要

な
の
は
そ
れ
が
解
釈
遇
程
論
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
箇
所
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

も
、
構
造
分
析
の
隈
界
と
機
能
、
構
造
分
析
後
の
世
界
の
開
示
が
間
題
と
な
っ

て
い
る
。
構
造
分
析
は
テ
キ
ス
ト
が
言
述
で
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
ず
、
む
し

ろ
テ
キ
ス
ト
の
指
示
を
一
旦
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
根
源
化
し
、
次
の
段
階

で
世
界
と
し
て
開
示
さ
せ
る
。
一
」
の
二
論
文
に
限
ら
ず
（
O
O
竃
亀
－
竃
一
竃
↓

農
甲
8
）
、
解
釈
過
程
論
で
は
世
界
は
一
般
に
構
造
分
析
や
批
判
的
了
解
と
の

関
係
に
於
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
が
批
判
的
了
解
に
於
い
て
初

め
て
開
示
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
言
述
過
程
論
で
は
世
界
は
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
条
件
と
L
て
開
示
す
る
と
さ

れ
、
解
釈
過
程
論
で
は
構
造
分
析
を
条
件
と
し
て
開
示
す
る
と
さ
れ
る
。
ク
レ

ム
は
こ
の
違
い
に
注
目
し
て
構
造
分
析
以
前
に
開
示
し
て
い
る
世
界
と
構
造
分

析
後
に
開
示
す
る
世
界
と
を
区
別
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
C
　
ク
レ
ム
解
釈
の
正
当
性

　
我
々
の
主
要
な
目
的
は
ク
レ
ム
解
釈
の
反
駁
に
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は

ク
レ
ム
の
解
釈
が
完
全
た
意
味
で
誤
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ

は
解
釈
過
程
論
の
正
し
い
解
釈
と
は
言
え
な
い
が
、
隈
定
的
な
正
当
性
を
有
す

る
。
ク
レ
ム
の
解
釈
は
い
か
な
る
正
当
性
を
有
す
る
の
か
。

　
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
正
当
性
は
b
で
今
述
べ
た
こ
と
に
関
わ
る
。
言
述
過
程

論
に
は
構
造
分
析
へ
の
言
及
が
な
く
、
世
界
は
た
だ
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
も
っ

て
開
示
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
言
及
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
関
与
し
な

い
と
い
う
一
」
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
少
た
く
と
も
そ
れ
は
ク
レ
ム
の
よ
う
に
構

造
分
析
以
前
に
世
界
が
開
示
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
余
地
を
与
え
て
い
る
。

　
だ
が
、
ク
レ
ム
解
釈
が
正
当
な
の
は
こ
う
し
た
消
極
的
た
意
味
に
於
い
て
ぼ

か
り
で
は
な
い
。
一
九
七
〇
年
の
「
解
釈
の
現
在
的
諸
間
題
」
（
曽
）
、
及
び
〕
ア

キ
ス
ト
と
は
何
か
」
（
o
↓
）
は
ク
レ
ム
解
釈
の
必
然
性
さ
え
示
し
て
い
る
。
こ

の
二
論
文
は
世
界
論
が
未
発
達
で
、
「
世
界
」
（
冒
◎
巳
①
）
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ

て
い
て
も
、
後
の
環
境
概
念
と
同
じ
意
味
に
於
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
の
世

界
概
念
に
相
当
す
る
も
の
は
存
在
す
る
。
言
述
過
程
論
（
目
」
1
ω
∫
弁
O
■
H
）

で
は
そ
れ
は
「
準
－
世
界
」
（
壱
邑
－
冒
O
乱
①
）
、
「
ア
ウ
ラ
」
と
呼
ぱ
れ
て
い
る

（
目
ミ
9
0
H
H
o
。
㌣
㎝
）
。
こ
れ
は
指
示
を
失
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
他
の
テ
キ
ス
ト

と
共
に
構
成
す
る
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
解
釈
過
程
論
（
国
』
－
α
∫
鼻

O
■
暑
）
で
は
「
世
界
」
は
「
深
層
の
意
味
」
、
「
意
味
の
生
」
、
「
深
層
意
味
論

（
冨
泳
昌
竃
叶
旦
罵
肩
◎
｛
O
邑
①
）
」
、
「
テ
キ
ス
ト
が
主
張
す
る
こ
と
」
、
〕
ア
キ
ス
ト

の
志
向
（
艮
①
ま
9
）
が
思
考
に
対
し
て
開
く
方
向
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
る

（
胃
一
H
べ
甲
O
．
N
b
H
岩
O
。
）
。
言
述
過
程
論
と
解
釈
過
程
論
と
で
は
「
世
界
」
の

表
現
形
式
に
何
ら
共
通
性
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
リ
ク
ー
ル
が
両
者
を
別

物
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ク
レ
ム
が
一
」
の
事
実
に
示
唆

さ
れ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
彼
は
正
当
に
も
二
つ
の
過
程
論
の
世

界
を
質
的
に
区
別
L
た
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
二
論
文
は
構
造
分
析
以
前
の
世
界
開
示
を
示
す
あ
る

表
現
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
表
現
と
は
「
準
－
世
界
に
よ
る
周
囲
世
界
の
隠
蔽

（
一
、
◎
8
隻
註
塞
臣
昌
9
詳
帥
嚢
び
一
豊
叶
潟
二
Φ
毛
良
－
昌
暮
尉
）
」
（
曽
レ
芦
b
弓

H
・
。
・
。
）
で
あ
る
。
こ
の
隠
蔽
は
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
二
つ
の
態
度
を
可
能
に
す

る
と
さ
れ
る
。
一
つ
は
こ
の
周
囲
世
界
（
環
境
）
の
隠
蔽
、
つ
ま
り
、
指
示
の
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申
断
に
乗
じ
て
テ
キ
ス
ト
の
内
的
関
係
を
分
析
す
る
構
造
分
析
、
も
う
一
つ
は

こ
の
中
断
を
解
除
し
て
テ
キ
ス
ト
を
生
き
た
伝
達
過
程
に
戻
し
、
パ
醇
ー
ル
と

し
て
完
成
さ
せ
る
同
化
（
批
判
的
了
解
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ま
ず
採
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
の
は
構
造
分
析
で
あ
る
。
環
境
は
単
に
隠
蔽
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
準
世
界

に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
隠
蔽
が
構
造
分
析
を
可
能
に
す
る
。
従
っ

て
、
準
世
界
は
構
造
分
析
以
前
か
ら
開
示
し
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
準
世

界
は
ユ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
化
に
よ
っ
て
開
示
し
、
こ
の
開
示
は
少
な
く
と
も
構
造

分
析
ま
で
は
続
く
。
こ
・
」
に
は
素
朴
な
了
解
へ
の
言
及
は
存
在
し
な
い
が
、
別

の
箇
所
（
胃
レ
富
1
0
．
P
O
↓
H
竃
）
か
ら
素
朴
な
了
解
が
構
造
分
析
に
先
行
す
る

解
釈
過
程
の
一
段
階
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
素
朴
な
了
解
に
於
い

て
読
者
は
世
界
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
世
界
を
二
つ
に
区
別
し
、
索
朴
な
了
解
に
世
界
の
開
示
を
認
め
た
ク
レ
ム
の

解
釈
は
、
こ
の
点
で
正
し
い
。
だ
が
、
一
九
七
〇
年
の
こ
の
二
論
文
に
つ
い
て

言
え
た
こ
と
が
果
し
て
一
般
解
釈
学
の
全
体
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
ク

レ
ム
の
解
釈
は
こ
の
論
文
の
解
釈
と
し
て
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
の
正
当
性
は
、
ク
レ
ム
の
解
釈
が
こ
の
時
期
の
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
要

諦
で
あ
る
言
述
の
指
示
性
の
原
理
に
忠
実
な
こ
と
で
あ
る
。
言
述
は
閉
じ
た
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

系
で
あ
る
ラ
ソ
グ
と
違
っ
て
常
に
何
も
の
か
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

言
語
に
内
在
的
な
意
味
（
㎝
竃
♂
ω
g
員
黎
竃
）
だ
け
で
な
く
、
言
語
外
の
現
実

へ
の
関
係
で
あ
る
指
示
（
屠
宗
暮
暮
σ
q
）
を
も
有
す
る
。
言
述
は
現
実
に
根
を
下

ろ
し
て
い
る
。
こ
の
原
理
に
従
え
ば
、
テ
キ
ス
ト
は
言
述
の
一
形
態
と
し
て

（
胃
ト
o
ω
）
や
は
り
常
に
指
示
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
テ
キ
ス
ト
は
エ
ク

リ
チ
ュ
ー
ル
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
指
示
は
非
明
示
的
た
指
示
で
あ
る
。
書
き
込

ま
れ
た
言
述
は
直
接
確
か
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
現
実
、
つ
ま
り
、
世
界
を
指
示

（
u
）

す
る
。
従
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
は
常
に
世
界
を
有
す
る
。
素
朴
た
了
解
は
そ
の
よ

う
た
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
世
界
に
関
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
意
味
で
も
ク
レ
ム
の
解
釈
は
正
L
い
。
だ
が
、
構
造
分
析
は
テ
キ
ス
ト

を
閉
体
系
と
し
て
扱
う
読
み
形
式
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
テ
キ
ス
ト
は
疎
外
さ

れ
、
我
々
に
語
り
か
げ
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
解
釈
す
る
必
要
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
の
か
（
牌
弓
べ
紅
）
。

亘

　
こ
の
よ
う
な
正
当
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
レ
ム
解
釈
は
以
下
に
示
さ
れ
る

よ
う
な
四
つ
の
反
証
に
出
遭
う
。
こ
れ
ら
は
世
界
の
開
示
を
索
朴
な
了
解
に
ま

で
遡
及
さ
せ
る
ク
レ
ム
解
釈
に
反
し
、
世
界
の
開
示
が
批
判
的
了
解
に
ま
で
延

期
さ
れ
る
こ
と
を
直
接
的
に
（
a
，
b
、
・
α
）
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
（
c
）
主

張
し
て
い
る
。

　
　
a
　
指
示
中
断
の
延
長

　
既
に
触
れ
た
よ
う
に
「
解
釈
の
現
在
的
諸
間
題
」
と
〕
ア
キ
ス
ト
と
は
何

か
」
で
は
、
そ
れ
が
産
出
さ
れ
た
状
況
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
自
律
は
二
つ
の
態

度
、
つ
ま
り
、
構
造
分
析
と
同
化
を
可
能
に
す
る
と
さ
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は

〕
ア
キ
ス
ト
・
モ
デ
ル
」
（
竃
↓
）
と
『
解
釈
理
論
』
（
胃
）
で
も
言
わ
れ
て
い

る
。
但
し
、
今
度
は
同
じ
テ
ー
マ
が
ク
レ
ム
に
と
っ
て
不
利
な
事
実
と
し
て
現

れ
る
。

　
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
可
能
に
な
り
、
文
学
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た

周
囲
世
界
の
捨
象
は
二
つ
の
対
立
す
る
態
度
を
生
み
出
す
。
読
者
と
し
て
我
々
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は
、
指
示
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
現
実
に
関
す
る
一
種
の
中
断
状
態
に
と
ど
ま
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
新
し
い
状
況
、
読
者
の
状
況
の
中
で
テ
キ
ス

ト
の
潜
在
的
な
非
明
示
的
指
示
を
想
像
的
に
実
現
す
る
一
」
と
も
で
き
る
。
第
一

の
場
合
、
我
々
は
テ
キ
ス
ト
を
無
世
界
的
実
体
と
し
て
扱
い
、
第
二
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

読
み
行
為
が
含
意
し
て
い
る
「
演
奏
」
に
よ
っ
て
非
明
示
的
指
示
を
生
み
出
す

の
で
あ
る
。
」
（
胃
C
．
H
．
O
｛
．
竃
弓
雷
ω
　
傍
点
、
引
用
者
）

開
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
準
世
界
は
指
示
で
は
な
く
、
む
し
ろ
意
味

に
近
い
何
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
集
っ
て
作
る
世
界
で
あ
る
。

　
　
b
　
反
ガ
ダ
マ
ー
的
意
図

　
リ
ク
ー
ル
は
ガ
ダ
マ
ー
解
釈
学
を
批
判
す
る
中
で
次
の
よ
う
な
延
言
を
行
っ

て
い
る
。

80

　
こ
の
引
用
文
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
、
「
解
釈
の
現
在
的
諾
間
題
」

と
〕
ア
キ
ス
ト
と
は
何
か
L
に
於
い
て
「
準
－
世
界
に
よ
る
周
囲
世
界
の
隠
蔽
」

と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
単
に
「
周
囲
世
界
の
捨
象
」
（
亭
ω
冨
9
一
8
串
◎
昌

序
①
ω
昌
8
昌
庄
晶
老
◎
ま
）
L
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
消
極
的
な
表

現
か
ら
直
ち
に
構
造
分
析
以
前
の
世
界
開
示
を
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
次
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
構
造
分
析
に
於
い
て
読
者
が
指
示
の
中
断
状
態

に
と
ど
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
構
造
分
析
と
は
エ
ク
リ
チ
ュ
i
ル

化
に
よ
る
「
明
示
的
指
示
の
中
断
を
延
長
す
る
こ
と
」
（
胃
O
。
ポ
旨
オ
㎝
震
）
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
断
さ
れ
て
い
る
の
は
明
示
的
指
示
だ
げ
で
な
く
、
指

示
一
般
で
あ
る
。
中
断
は
「
指
示
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
現
実
に
関
し
て
」
た
さ
れ

る
。
そ
の
際
テ
キ
ス
ト
は
「
無
世
界
的
実
体
（
印
ミ
◎
州
曇
馨
S
け
ξ
）
」
（
竃
↓

㎝
震
、
o
｛
．
胃
o
．
H
）
な
の
で
あ
る
。
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
化
か
ら
構
造
分
析
に
至
る

ま
で
指
示
が
中
断
さ
れ
て
い
る
以
上
、
「
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
指
示

　
（
1
3
）

の
総
体
」
で
あ
る
世
界
は
素
朴
な
了
解
の
段
階
で
は
開
示
L
て
い
な
い
。

　
素
朴
た
了
解
の
段
階
に
仮
に
も
指
示
の
総
体
と
規
定
さ
れ
る
世
界
の
開
示
を

認
め
た
ク
レ
ム
の
解
釈
は
、
一
」
の
点
で
妥
当
性
を
欠
く
。
確
か
に
、
「
解
釈
の

現
在
的
諸
間
題
」
と
「
テ
キ
ス
ト
と
は
何
か
」
で
は
構
造
分
析
以
前
に
準
世
界
が

　
〕
ア
キ
ス
ト
を
そ
こ
で
語
る
「
事
柄
（
序
◎
ω
①
）
」
か
ら
「
了
解
」
し
よ
う
と

主
張
す
る
前
に
、
構
造
分
析
が
テ
キ
ス
ト
の
深
層
意
味
論
を
明
ら
か
に
す
る
ま

で
客
観
化
の
途
を
可
能
な
限
り
進
ん
で
い
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
テ
キ
ス
ト
の

事
柄
は
テ
キ
ス
ト
の
素
朴
な
読
み
が
開
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
の

形
式
的
配
列
が
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
籟
ρ
震
1
o
｛
．
同
O
曽
室
ω
）

　
リ
ク
ー
ル
が
。
o
ぎ
器
、
と
訳
し
た
b
8
ぼ
、
は
ガ
ダ
マ
ー
の
概
念
で
、
テ
キ
ス

ト
が
語
っ
て
い
る
内
容
、
テ
キ
ス
ト
の
真
理
主
張
を
意
味
す
る
。
ガ
ダ
マ
ー
は

テ
キ
ス
ト
を
そ
の
背
後
の
著
者
の
生
表
現
と
し
て
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

自
身
が
語
っ
て
い
る
事
柄
に
於
い
て
了
解
す
べ
き
一
」
と
を
主
張
し
た
。
リ
ク
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ル
は
一
」
の
概
念
を
「
世
界
」
と
言
い
換
え
、
や
は
り
了
解
さ
れ
る
べ
き
は
著
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

の
意
図
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
が
そ
の
前
に
展
開
す
る
世
界
で
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
彼
は
ガ
ダ
マ
ー
と
違
っ
て
、
最
初
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
世
界
に
於

い
て
了
解
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
こ
れ
は
読
者
が
予
め
テ
キ
ス
ト
の
意
味
に

帰
属
し
、
歴
史
の
作
用
を
被
っ
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
伝
承
に
対
し
て
批
判

的
な
態
度
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
リ
ク
ー
ル
の
ガ
ダ
マ
ー
批

判
も
こ
の
点
に
集
中
し
て
い
る
（
↓
寓
H
8
）
。



　
読
者
は
む
し
ろ
、
事
柄
か
ら
了
解
す
る
前
に
客
観
化
の
途
を
十
分
に
進
ん
で

い
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
客
観
化
と
は
具
体
的
に
は
〕
ア
キ
ス
ト
の
形
式
的
配

列
L
の
分
析
、
つ
ま
り
、
構
造
分
析
で
あ
る
。
構
造
分
析
を
通
じ
て
初
め
て
深

　
　
　
　
　
（
1
7
）

層
意
味
論
、
即
ち
、
世
界
が
開
示
す
る
。
構
造
分
析
に
先
立
つ
「
素
朴
な
読
み
」

の
段
階
で
は
、
従
っ
て
、
世
界
は
開
示
し
て
い
な
い
。
世
界
は
テ
キ
ス
ト
の
構

造
が
媒
介
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
リ
ク
ー
ル
の
こ
の
証
言
は
ク
レ
ム
の
解
釈
と
完
全
に
相
容
れ
な
い
。
確
か

に
、
そ
れ
は
ガ
ダ
マ
ー
批
判
と
い
う
特
殊
な
背
景
を
有
す
る
。
L
か
し
、
ガ
ダ

マ
ー
批
判
は
彼
の
一
般
解
釈
学
に
と
っ
て
偶
然
的
、
派
生
的
な
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
そ
の
出
発
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
o
喘
・
弓
押
匂
鴻
P
同
O
寓
H
睾
一

〇
寓
零
占
）
。
従
っ
て
、
そ
の
聾
言
が
ガ
ダ
マ
ー
批
判
を
背
景
と
し
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
一
般
解
釈
学
の
構
造
を
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

　
　
C
　
二
つ
の
世
界
の
同
一
性

　
ク
レ
ム
は
言
述
過
程
論
の
世
界
と
解
釈
過
程
論
の
世
界
の
問
に
重
大
な
相
違

を
認
め
た
が
、
本
当
に
両
者
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
む
L

ろ
、
二
つ
の
世
界
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
。

　
同
一
性
の
第
一
の
根
拠
は
、
言
述
過
程
論
に
於
い
て
も
解
釈
過
程
論
に
於
い

て
も
世
界
は
非
明
示
的
指
示
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
テ

キ
ス
ト
・
モ
デ
ル
」
（
髪
弓
）
を
例
に
と
る
と
、
言
述
過
程
論
（
竃
↓
L
）
で
は

世
界
は
「
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
指
示
の
総
体
」
、
「
非
明
示
的
指
示
に

よ
っ
て
投
企
さ
れ
た
世
界
（
事
S
」
（
竃
H
留
①
）
と
さ
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
が

開
く
指
示
が
非
明
示
的
指
示
で
あ
る
こ
と
は
文
脈
上
と
い
う
だ
け
で
た
く
、
リ

ク
ー
ル
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
諭
の
論
理
か
ら
も
明
自
で
あ
る
。
解
釈
過
程
論

（
竃
↓
』
）
で
も
世
界
は
や
は
り
、
「
テ
キ
ス
ト
の
非
明
示
的
指
示
」
（
竃
↓
蟹
■

O
｛
・
弓
O
。
べ
）
、
「
テ
キ
ス
ト
の
指
示
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
世
界
。
提
起
」
9
胃

蟹
o
。
）
、
「
話
さ
れ
る
言
語
に
と
っ
て
の
明
示
的
指
示
の
、
書
か
れ
た
言
語
に
と

っ
て
の
等
価
物
」
（
ミ
ト
）
と
さ
れ
て
い
る
。
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
於
け
る
明

示
的
指
示
の
等
価
物
と
は
非
明
示
的
指
示
に
外
な
ら
た
い
。

　
第
二
の
根
拠
は
、
ど
ち
ら
の
過
程
論
で
も
世
界
が
「
世
界
－
内
－
存
在
」
、
「
存

在
様
式
」
と
い
っ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
た
用
語
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
言
述
遇
程
論
に
我
々
は
次
の
よ
う
な
表
現
を
見
出
す
。

「
可
能
的
な
世
界
－
内
－
存
在
の
様
式
（
昌
§
一
仰
嚢
）
」
（
O
O
竃
お
）

「
我
々
の
世
界
－
内
－
存
在
の
象
徴
的
次
元
」
9
高
弓
留
①
も
ω
8
も
ω
o
H
o
．
N
）

「
我
々
の
世
界
－
内
－
存
在
の
新
し
い
次
元
」
（
罵
弓
雷
①
も
ω
8
㍉
ω
◎
H
O
。
～
）

「
世
界
－
内
－
存
在
の
新
し
い
可
能
性
」
（
句
串
O
胃
ω
）

〕
ア
キ
ス
ト
の
前
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
な
世
界
－
内
－
存
在
し
（
§
ト
）

「
こ
の
可
能
的
世
界
」
（
O
饒
・
。
o
）

「
可
能
的
な
存
在
様
式
」
（
竃
弓
竃
①
』
ω
ト
O
◎
も
ω
O
H
O
。
い
）

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
世
界
を
表
し
て
い
る
。
他
方
、

う
た
世
界
の
記
述
様
式
が
見
ら
れ
る
。

解
釈
過
程
論
に
は
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
こ
の
深
層
意
味
論
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
世
界
－
内
－
存
在
」
（
O
O
罵
富
）

「
可
能
的
た
世
界
－
内
－
存
在
の
様
式
（
冒
◎
宗
ω
）
」
（
O
饒
曽
9
o
｛
』
ω
轟
一
岡
ω
◎

（
1
9
）

旨
Φ
）
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「
世
界
－
内
－
存
在
の
様
式
」
（
O
饒
曽
①
）

「
可
能
的
世
界
」
（
胃
o
。
■
o
．
o
．
b
O
竃
S
一
竃
↓
雷
c
。
）

「
新
し
い
存
在
様
式
」
（
胃
震
b
O
竃
留
b
饒
S
べ
）

　
こ
の
二
つ
の
表
現
群
を
比
較
し
て
そ
の
問
に
意
味
の
あ
る
相
違
を
見
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
確
か
に
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
解
釈
の
現
在
的
諸
間

題
」
（
曽
）
と
〕
ア
キ
ス
ト
と
は
何
か
」
（
O
↓
）
の
場
合
、
両
者
の
問
に
表
現
上
の

相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
L
か
し
、
こ
の
二
論
文
は
出
来
事
と
意
味
の
弁
証
法
、

世
界
（
非
明
示
的
指
示
）
論
と
い
っ
た
一
般
解
釈
学
の
基
本
的
契
機
を
欠
き
、

こ
の
解
釈
学
が
形
成
の
途
上
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
未
発

達
な
形
態
を
も
っ
て
一
般
解
釈
学
の
全
体
を
判
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

一
九
七
一
年
以
降
の
論
文
、
著
書
で
は
、
む
し
ろ
言
述
遇
程
論
の
世
界
と
解
釈

過
程
論
の
世
界
は
同
一
の
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
世
界
の
異
質
性
の
前
提
に
立
つ
ク
レ
ム
解
釈
は
疑
わ

し
い
と
言
わ
た
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
彼
は
決
し
て
自
已
の
解
釈
の
妥
当
範
囲
を

一
九
七
〇
年
の
こ
の
二
論
文
に
隈
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
無
論
、
両
者
が
同
一
で
あ
る
と
言
う
だ
げ
で
は
テ
キ
ス
ト
世
界
と
存
在
論
的

世
界
の
区
別
は
疑
間
に
付
さ
れ
て
も
、
世
界
の
遡
及
そ
の
も
の
は
ま
だ
反
駁
さ

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
三
段
階
で
開
示
す
る
の
と
同
質
の
世
界
が
第
一
段
階

に
も
開
示
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
の
議
論
は
d
の
議
論
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
示
の
遡
及

を
積
極
的
に
反
駁
し
う
る
よ
う
に
な
る
。

d
　
世
界
論
の
位
置

　
ク
レ
ム
の
解
釈
に
反
L
て
世
界
が
批
判
的
了
解
に
於
い
て
初
め
て
開
示
す
る

こ
と
は
、
解
釈
過
程
論
に
於
げ
る
世
界
論
の
位
置
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
素

朴
な
了
解
の
段
階
で
世
界
が
開
示
し
て
い
る
と
す
れ
ぱ
、
解
釈
過
程
論
の
、
素

朴
な
了
解
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
で
世
界
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
て
よ

い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
L
、
実
際
に
は
議
論
は
た
く
、
む
し
ろ
既
に
述
べ
た
よ

う
に
世
界
論
は
批
判
的
了
解
に
関
連
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
世
界
は
批
判
的

　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

了
解
（
同
化
）
の
対
象
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
素
朴
な
了
解
」
論
に
は
そ

も
そ
も
「
世
界
」
と
い
う
語
が
な
く
、
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
世
界
概
念
に
相
当
す

る
「
非
明
示
的
指
示
」
、
「
深
層
意
味
論
」
、
「
事
柄
」
と
い
っ
た
語
さ
え
存
在
し

な
い
。
無
論
、
言
及
さ
れ
た
い
こ
と
と
存
在
し
な
い
こ
と
と
は
別
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
世
界
は
触
れ
て
も
触
れ
な
く
て
も
よ
い
よ
う
な
概
念
で
は
な
い
。

そ
れ
は
「
了
解
の
真
の
対
象
」
暮
弓
α
雪
）
、
「
解
釈
学
の
対
象
」
（
饒
顯
§
ド

饒
舅
竈
一
乞
U
亀
ω
、
O
申
。
勺
畠
ら
）
、
「
解
釈
学
的
間
題
の
重
心
」
（
旬
寓
σ
8
N
）

で
あ
る
。
こ
の
概
念
の
重
要
性
か
ら
い
っ
て
、
言
及
の
欠
如
は
不
在
、
つ
ま
り
、

世
界
の
未
開
示
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
反
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
解
釈

過
程
論
が
言
述
過
程
論
か
ら
独
立
し
て
い
る
場
合
（
O
■
O
坪
O
O
髪
一
胃
一

竃
↓
）
、
例
外
た
く
後
者
が
前
者
に
先
行
し
て
い
る
。
「
構
造
分
析
」
な
き
世
界

論
が
言
述
過
程
論
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
解
釈
遇
程
論
は
多
く
の
場
合
素
朴
な

了
解
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
リ
ク
ー
ル
は
直
前
で

展
開
さ
れ
た
世
界
論
を
「
素
朴
な
了
解
」
論
で
繰
り
返
す
必
要
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
　
「
素
朴
た
了
解
」
論
が
世
界
論
を
欠
く
の
は
テ
キ
ス
ト
世
界
が
開
示

し
て
い
た
い
か
ら
で
は
た
く
、
世
界
の
開
示
が
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

世
界
論
の
不
在
は
世
界
の
不
在
を
意
味
し
な
い
。
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し
か
し
、
構
造
分
析
は
指
示
を
根
源
化
す
る
の
で
あ
る
以
上
（
竃
H
寓
■
胃

c
。
べ
）
、
素
朴
な
了
解
の
段
階
で
世
界
が
開
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
構
造
分
析

後
の
世
界
は
以
前
の
世
界
と
は
別
様
に
規
定
さ
れ
て
い
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
C
で
見
た
よ
う
に
、
言
述
遇
程
論
の
世
界
と
解
釈
過
程
論
の
世
界

は
同
一
の
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
言
述
過
程
論
の
世
界
は
構

造
分
析
後
に
開
示
す
る
世
界
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
故
ま
た
、
言
述
過

程
論
の
先
行
性
を
根
拠
に
素
朴
た
了
解
に
於
げ
る
世
界
の
開
示
を
導
き
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
た
ぜ
言
述
遇
程
論
で
は
世

界
の
開
示
に
構
造
分
析
が
関
係
付
け
ら
れ
て
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
は
言
述
遇
程
論
の
観
点
の
特
殊
性
に
よ
る
。
言
述
過
程
論
と
解
釈
過
程

論
と
は
先
後
関
係
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
述
過
程
と
解
釈
過
程
が
先
後
関
係
に

あ
る
と
い
う
一
」
と
で
は
な
い
。
言
述
過
程
が
完
了
し
て
か
ら
解
釈
過
程
が
始
ま

る
の
で
は
な
い
。
言
述
過
程
は
読
者
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
受
容
に
よ
っ
て
終
わ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
解
釈
を
そ
の
一
部
と
L
て
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
解
釈
過
程
論
で
再
び
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
単
に
同
じ

も
の
を
よ
り
詳
し
く
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
別
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
解
釈
過
程
論
は
同
じ
受
容
の
出
来
事
を
特
に
そ
の
段
階

性
に
注
目
し
て
記
述
す
る
。
こ
の
結
果
、
言
述
過
程
論
で
は
解
釈
は
単
一
な
も

の
と
し
て
現
れ
る
の
に
対
し
、
解
釈
過
程
論
で
は
素
朴
な
了
解
－
構
造
分
析
－
批

判
的
了
解
と
い
う
よ
う
に
三
つ
に
分
節
さ
れ
て
現
れ
る
。

　
言
述
過
程
論
に
於
い
て
構
造
分
析
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
構
造
分
析

な
し
に
世
界
が
開
示
す
る
か
ら
で
は
な
い
。
構
造
分
析
は
前
提
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
観
点
の
制
約
上
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
だ
げ
で
あ
る
。
実
際
に
は
、

解
釈
過
程
論
的
観
点
の
下
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
構
造
分
析
は
世
界
の
開

示
に
関
し
て
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
化
以

来
申
断
さ
れ
て
い
た
指
示
を
世
界
と
し
て
回
復
す
る
。
明
示
的
指
示
が
非
明
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

的
指
示
に
根
源
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
言
述
遇
程
論
の
世
界
は
解
釈
遇
程
論
の

世
界
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
同
時
に
別
の
観
点
か

ら
見
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
解
釈
過
程
論
に
於
げ
る
世
界
論
の
位
置
は
解
釈
過
程
に
於
げ
る
世
界
の
開
示

の
位
置
を
正
確
に
反
映
L
て
い
る
。
世
界
論
は
批
判
的
了
解
論
に
位
置
し
て
お

り
、
従
っ
て
、
素
朴
な
了
解
に
於
い
て
世
界
は
開
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
で

も
ク
レ
ム
の
解
釈
は
正
L
く
な
い
。

　
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
遇
程
論
に
関
す
る
ク
レ
ム
の
解
釈
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
こ
の
間
題
か
ら
出
発
L
た
。
彼
に
よ
る
と
、
テ
キ
ス
ト
世
界
は
解
釈
過

程
の
第
一
段
階
か
ら
既
に
開
示
し
て
い
る
。
読
者
は
索
朴
た
了
解
の
段
階
で
想

像
力
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
世
界
を
構
成
し
、
構
造
分
析
に
於
い
て
指
示
を
申
断

し
て
テ
キ
ス
ト
の
内
在
的
、
形
式
的
た
関
係
を
分
析
し
、
批
判
的
了
解
に
於
い

て
構
造
が
開
示
し
た
世
界
を
本
来
的
に
同
化
す
る
。
ク
レ
ム
が
こ
う
し
た
解
釈

を
と
っ
た
の
は
言
述
過
程
論
の
世
界
と
解
釈
過
程
論
の
世
界
の
間
に
、
世
界
開

示
の
条
件
に
関
わ
る
大
き
な
相
違
を
認
め
た
た
め
で
あ
る
。
前
者
は
素
朴
な
了

解
に
於
い
て
開
示
し
て
い
る
世
界
、
後
者
は
批
判
的
了
解
の
世
界
で
あ
る
。
言

述
過
程
論
の
叙
述
や
言
述
の
指
示
性
の
原
理
は
一
」
の
解
釈
を
支
持
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

　
だ
が
、
ク
レ
ム
の
解
釈
は
い
く
つ
も
の
点
で
欠
陥
を
持
つ
。
第
一
に
、
構
造

分
析
は
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
化
に
よ
る
指
示
の
申
断
を
延
長
す
る
と
さ
れ
る
が
、

・
」
れ
は
素
朴
な
了
解
の
段
階
で
も
指
示
は
中
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

83　リクールの解釈遇程論



る
。
指
示
が
中
断
さ
れ
て
い
れ
ぼ
世
界
は
開
示
し
て
い
た
い
。
第
二
に
、
最
初

か
ら
テ
キ
ス
ト
を
世
界
に
於
い
て
了
解
し
よ
う
と
主
張
す
る
ガ
ダ
マ
ー
を
批
判

し
て
、
リ
ク
ー
ル
は
世
界
は
素
朴
た
了
解
が
開
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
テ
キ

ス
ト
の
構
造
に
媒
介
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
第
三
に
、
言
述

過
程
論
と
解
釈
過
程
論
の
間
で
は
世
界
の
規
定
形
式
に
何
ら
相
違
が
な
く
、
両

者
は
同
一
の
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
四
に
、
解
釈
過
程
論
に
於

げ
る
世
界
論
の
位
置
は
世
界
が
索
朴
な
了
解
で
は
な
く
、
批
判
的
了
解
に
於
い

て
開
示
す
る
こ
と
を
示
L
て
い
る
。
言
述
過
程
論
の
世
界
は
批
判
的
了
解
に
於

い
て
開
示
す
る
世
界
を
別
の
角
度
か
ら
記
述
し
た
も
の
に
外
た
ら
な
い
。
従
っ

て
、
ク
レ
ム
の
解
釈
は
妥
当
た
解
釈
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
が
本
稿
の
結
論
で

あ
る
。

　
だ
が
、
我
々
は
ク
レ
ム
解
釈
と
は
別
の
正
し
い
解
釈
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

わ
げ
で
は
な
い
。
本
稿
の
間
題
設
定
の
制
約
上
示
す
一
」
と
は
で
き
た
か
っ
た

が
、
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
過
程
論
は
単
な
る
思
想
の
発
展
、
変
化
に
は
還
元
で
き

な
い
根
本
的
な
暖
味
さ
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ク
レ
ム
解
釈
と
対
立
す
る
解

釈
と
共
に
、
ク
レ
ム
の
解
釈
を
も
許
し
て
い
る
。
我
々
が
ク
レ
ム
の
解
釈
の
隈

定
的
正
当
性
を
指
摘
L
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
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、
ミ
§
§
“
～
、
事
迂
s
亀
導
b
s
§
§
§
一
§
（
お
ざ
）
一
曇
－
畠
～

　
　
　
　
〈
箏
。
H
負
蔓
婁
〉
．

智
、
》
弔
匡
o
ω
◎
昏
一
8
こ
婁
昌
2
一
軍
◎
冒
穿
艮
葦
禁
馨
8
什
訂
穿
†

　
　
　
　
一
・
ω
召
ξ
・
｛
豪
σ
・
富
σ
・
㈹
、
掌
“
N
§
怠
ξ
掌
～
ミ
ミ
（
お
富
）
一
・
。
。
。
－

　
　
　
　
鵠
く
z
◎
－
？
介
望
冒
蟹
喜
．

噌
ピ
、
墨
一
一
〇
8
昏
げ
①
二
§
σ
・
晶
①
、
肉
§
§
～
ミ
s
s
迂
Q
§
き
N
亀
学
§
ミ

　
　
　
　
薄
昏
N
．
導
§
的
§
（
い
二
薯
α
・
晶
①
①
二
、
ぎ
冒
暮
）
昌
ω
（
竃
富
）
ふ
お
－

　
　
　
　
紅
竃
く
・
9
二
・
・
．
Y

勺
↓
饒
㌔
堅
易
・
昏
ぎ
訂
實
｛
亭
8
一
鼠
㎝
争
①
鋏
§
§
暮
一
汀
、
き
ぎ
喜
§

　
　
　
　
・
§
・
黒
§
§
・
慕
辻
膏
ぎ
・
ξ
§
き
二
夢
§
覧
ぎ
ぎ
掌
§
．

　
　
　
　
N
轟
ぎ
ω
竃
尉
序
串
）
一
竃
穿
・
訂
P
寄
一
費
く
①
州
厨
．
H
署
仁
一
ω
1
農
－
貴

　
　
　
　
｛
評
湯
段
淳
く
◎
］
肉
．
ω
δ
県
．

O
H
，
C
■
、
茸
－
8
慢
、
旨
雪
逗
由
岩
冒
暮
二
け
8
嘗
葛
巳
希
、
き
§
§
§
．

　
　
　
　
暮
§
～
嘗
・
§
導
（
蟹
琴
Ω
8
・
α
・
Ω
昏
冒
蟹
暮
冒
べ
◎
．
Ω
県
員
訂
1
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S
σ
q
）
一
げ
お
σ
q
．
く
o
曽
肉
．
団
■
げ
自
⑦
■
内
．
O
轟
§
蟹
　
自
■
｛
肉
．
オ
庁
巨
｝
↓
饒
・

罰
b
σ
q
①
P
■
O
．
団
．
竃
◎
げ
『
（
岸
邑
ω
腎
一
U
8
庁
）
－
一
⑩
べ
9
団
胆
－
　
目
”
ω
．
H
o
0
H
I

M
o
o
．

　
　
　
注

（
1
）
　
略
号
表
に
挙
げ
た
も
の
は
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
リ
ク
ー
ル
自
身
は
解
釈
過
程
を
「
解
釈
学
的
ア
ー
チ
（
一
、
胃
o
訂
蔓
中

b
9
葺
鳥
二
訂
訂
肇
8
9
↓
一
邑
賢
O
）
」
、
「
解
釈
的
ア
ー
チ
（
一
、
胃
O
艮
①
H
・

　
召
段
呉
5
亭
①
サ
箒
召
轟
叶
9
苓
⑦
胃
O
）
」
と
呼
ぶ
。

（
3
）
　
リ
ク
ー
ル
自
身
は
「
批
判
的
解
釈
（
｝
、
艮
①
召
尋
邑
9
q
一
昼
崖
9
手
①

　
O
『
巨
8
二
算
①
壱
ゑ
筆
◎
b
）
」
な
ど
の
語
を
用
い
る
。

（
4
）
　
厳
密
に
言
う
と
、
議
諭
が
少
し
入
れ
替
っ
て
い
る
外
、
議
論
の
有
無
、

詳
し
さ
に
つ
い
て
多
少
の
相
違
が
見
ら
れ
、
本
当
の
英
訳
で
は
な
い
。

　
「
英
訳
」
の
第
一
節
は
「
原
文
」
で
第
一
節
と
第
二
節
に
分
か
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
饒
弓
勾
u
O
F
戸
P
ω
①
－
串
勺
U
H
紅
H
（
勺
H
串
ω
ド
勺
饒
O
M
一
ω
）
｝
5
．
ω
べ
1

　
勺
弓
饒
ω
H
－
N
（
饒
向
◎
崖
◎
㍉
饒
◎
賞
M
）
一
p
鵠
－
胃
彗
ら
ー
竃
－
勺
弓
串
竃

　
（
饒
勺
O
崖
H
㍉
串
O
曽
ω
）
1

（
6
）
　
リ
ク
ー
ル
は
言
述
が
パ
ロ
ー
ル
を
介
さ
ず
に
直
接
記
さ
れ
る
可
能
性

　
を
決
し
て
無
視
し
て
は
い
な
い
が
（
弓
心
o
。
一
〇
饒
墨
一
〇
↓
H
o
。
ド
曽

　
H
竈
）
、
バ
ロ
i
ル
の
介
在
を
前
提
L
て
議
論
す
る
こ
と
が
多
い
。

（
7
）
O
弓
富
㌣
F
霧
H
㌣
員
向
ω
一
）
H
轟
よ
ω
b
O
竃
ミ
由
賢
↓
㎝
ω
◎

　
1
紅
P
　
O
饒
o
o
I
①
9
　
司
饒
σ
N
o
ω
1
H
9
曽
O
H
α
M
l
9
　
洲
オ
H
1
紅
戸
向
O
O
H
ω
9

（
8
）
9
．
戸
b
．
ら
ー
O
弓
H
員
P
亀
－
胃
・
。
べ
．

（
9
）
　
c
で
見
る
よ
う
に
、
C
H
で
は
「
世
界
」
と
い
う
語
に
は
た
っ
て
い

　
放
い
。

（
1
0
）
　
同
ω
H
■
8
一
固
ω
O
ミ
o
〇
一
轟
H
一
H
H
ω
9
竃
弓
雷
ガ
留
9
勺
ピ
畠
9

　
0
0
竃
紅
o
o
…
勺
饒
O
M
◎
命
O
饒
N
P
H
①
ω
1

（
u
）
　
O
弓
H
o
o
介
　
O
O
竃
紅
o
o
I
P
　
竃
H
①
ω
－
P
　
肉
ω
M
9
向
ω
U
H
o
0
H
1
押
　
O
饒

　
8
山
ガ
竃
勺
饒
H
◎
㌣
■
H
↓
置
ー
べ
一
ズ
O
紅
竃
一
句
罰
O
胃
H
占
．

（
1
2
）
　
原
文
は
、
箏
婁
9
8
易
才
⑦
”
と
な
っ
て
い
る
が
、
、
昌
冒
o
箒
邑
く
⑦
、

　
に
訂
正
す
る
。

（
1
3
）
轟
O
轟
“
竃
弓
9
㌣
9
湯
員
賢
勺
饒
H
芦
胃
ω
①
．
・
｛
．
胃
声

（
1
4
）
　
婁
ミ
仰
畠
㌣
押
ミ
P
8
†
㎝
一
ω
S

（
蝸
）
　
旬
饒
O
～
一
9
N
一
冷
饒
饒
M
～
N
（
勺
↓
饒
ω
⑩
）
…
曽
O
H
　
①
介
噌
饒
N
ω
介
乞
O

　
お
ω
一
ピ
饒
8
3
曽
H
肉
ω
o
o
k
9

（
1
6
）
　
O
饒
い
旧
紅
1
9
　
向
ω
O
H
o
o
F
　
肉
ω
N
件
　
竃
↓
㎝
㎝
べ
－
o
o
－
哨
串
心
巳
o
弁
勺
纐
O

　
N
一
ド
　
H
↓
o
o
メ
　
固
O
O
－
ω
ド
　
旬
－
紅
①
N
l
ω
u
串
H
内
ω
o
o
．

（
1
7
）
　
〕
ア
キ
ス
ト
の
深
層
意
味
論
は
著
者
が
言
お
う
と
し
た
こ
と
で
は
な

　
く
、
テ
キ
ス
ト
が
そ
れ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
、
即
ち
、
テ
キ
ス
ト

　
の
非
明
示
的
指
示
で
あ
る
。
」
9
胃
留
べ
）

（
㎎
）
　
前
注
に
反
し
、
こ
の
表
現
は
前
注
の
引
用
文
に
続
く
文
と
共
に
、
深

　
層
意
味
論
と
世
界
が
励
物
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
し
か
し
、
同
様
の
こ
と
は
指
示
と
世
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

　
世
界
は
「
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
指
示
の
総
体
」
（
注
1
3
を
参
照

　
の
こ
と
）
と
さ
れ
る
が
、
他
面
で
、
「
テ
キ
ス
ト
の
指
示
に
よ
っ
て
開
か

　
れ
た
世
界
提
起
」
（
竃
弓
割
O
。
）
と
も
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
表
現
か

　
ら
深
層
意
味
論
と
世
界
の
非
同
一
性
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
1
9
）
　
固
9
固
ω
σ
の
場
合
、
独
立
し
た
解
釈
論
は
あ
る
が
、
解
釈
過
程
論
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と
は
な
っ
て
い
な
い
。

（
2
0
）
　
批
判
的
了
解
は
「
同
化
概
念
を
満
た
す
」
（
胃
違
）
と
さ
れ
、
ま
た
、

　
注
釈
な
し
に
同
化
と
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
竃
■
胃
）
。

（
2
1
）
　
O
饒
心
～
9
同
ω
U
H
o
o
g
O
O
竃
㎝
ポ
竃
オ
㎝
蜆
o
o
l
㎝
①
H
…
固
ω
M
冷
竃
勺
頸

　
H
◎
o
〇
一
勺
串
～
ω
9
哨
串
U
～
H
仲
H
、
『
⑩
ド
⑩
冷
同
O
O
H
ω
ω
．

（
2
2
）
　
同
じ
指
示
の
根
源
化
で
あ
っ
て
も
、
世
界
が
素
朴
な
了
解
の
段
階
で

　
開
示
す
る
と
考
え
る
場
合
、
根
源
化
さ
れ
る
の
は
非
明
示
的
指
示
で
あ

　
り
、
開
示
し
て
い
な
い
の
と
考
え
る
場
合
は
明
示
的
指
示
で
あ
る
。

　
（
ま
き
た
二
尺
つ
ろ
う
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
。
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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